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は じ め に
児童生徒が自主的・実践的な学びを深める場として, 特別活動における学級活動があげら
れる。学校を小さな社会として位置づけることで, 児童生徒が集団の一員としての自覚を深
め, 身のまわりの諸問題を自分たちの手で解決する姿勢の育成が求められている。民主主義
の言葉に相応しい諸活動を展開するうえで, 児童生徒が主体的・自発的に取り組める機会と
場を設ける必要がある。
また, 指導者の児童生徒への関わり方として, 教師主導ではなく児童生徒を見守り, 支援
する姿勢が重要になる。結論を急がず, 議論を尽くすこと, すると児童生徒の合意内容への
共感が生まれ, 実践力が培われ, 引いては自主的・実践的な態度の育成へと繋がる。残念な
がら日本の学校において, 児童生徒が自ら課題を見出し, それを仲間に提案して解決を促す
取組が定着しているとは言い難いのが現状である。
そこで本稿では, 日本の特別活動の現状を見据えながら, ドイツのノルトラインヴェス
トファーレン州の Oberen Schloss 校の「Klassenrat (学級会)｣,「Schulermitverwaltung (生
徒会)｣,「葛藤仲介者｣,「救急隊」の取組とを比較し, 今後の特別活動のあり方について考
察する。
１ 児童生徒の自主的・実践的な活動による教育効果
1. 1 望ましい集団活動を通した人間形成
「望ましい集団活動」とは, 何を指すのか。文部省生徒指導資料第四集「集団場面におけ
る生徒指導」(1968) には, 機能する集団を構築するにあたり, 成立するための要件を以下
の通り示している。
(1)成員間で目標を共通理解している。
(2)成員同士で心理的な結合がある。
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(3)役割が分化され, それを成員間で共通理解している。
(4)各成員が所属感を抱いている。
(5)成員間の個人的な要求が満たされる。
そもそも人が集まり集団が形成されるが, そこに参画意識が具備されていなければ, それ
は単なる烏合の衆に過ぎない。成員一人一人が集団への帰属意識を抱きつつ, 自らの役割を
果たすことで, 自己有用感を実感する。成員同士が互いに理解し合い, 信頼関係に基づき目
標を共有しながら進める教育活動こそが「望ましい集団活動」にあたる。
宇留田 (1974) は, 集団活動を行う児童生徒に着目し, 彼らがとる一人一人の行動を「集
団内行動」と位置づけ, その重要性を強調している。ここで学級会活動を取りあげると, 児
童生徒が学級集団の共同生活の改善をめざして, 自発的・自治的な話合い活動を展開する。
その際, 指導者からの命令・指示に依拠することなく, 児童生徒の内面的な動機づけに起因
する, 主体的な集団内行動が導き出される。
また児童生徒は集団内行動を通して, 好ましい人間形成を図る。例えば話合い活動に取り
組むことで, 様々な考え方と出会い, 時には意見が衝突し折り合いが着かない経験をする。
そのとき感情的な鬱積を軽減するうえで, 能動的に自己省察をすることが効果的である。振
り返りを行うことで, まわりの仲間との関わりについて, その是非を含めて自己改善を図り,
集団の一員としてのあり方を体得する。指導者からの介入に頼ることなく, 児童生徒が自ら
の行動について, 振り返りを通して多様な葛藤を克服し, 人としての成長がもたらされる。
1. 2 集団において児童生徒一人一人が役割を果たす意味
日本の学校において, 児童生徒が自主的・実践的に取り組める教育実践の場を更に充実さ
せる必要があると考える。それは特別活動の現状が抱える課題と連動する。特別活動は, 全
ての児童生徒を対象とし, 集団による教育活動である。そこで児童生徒一人一人がそれぞれ
の役割を果たす意義は大きい。集団を形成する一員としての活動を通して, 帰属意識を高め
居場所を確保できる。
ところで学校生活を送るうえで生じる諸課題について, 児童生徒一人一人が意見を出し合
い, 課題解決を図る取組こそ, 民主主義の原点にあたる。指導者が主導権を持ち, その解決
に向けた手だてを講ずるのではなく, 児童生徒が主体的・実践的に取り組もうとする姿勢へ
の支援が求められる。成員としての帰属意識が高まれば諸課題への認識が深まり, 自らの考
えをまとめた意見を持つことに繋がる。議論を通して, 課題解決に向けた合意形成を図る場
が学級会活動にあたる。
日本特別活動学会研究開発委員会（以下, 研究開発委員会と記す）の「特別活動の改善に
関する調査報告書」(2014) によると, 学級活動の実施状況（｢児童生徒は意欲を持って参加
していますか｣）について, 指導者が「かなりそう思う」と応えた結果が, 小学校（40.3％),
中学校 (20.0％), 高校 (7.1％) である。これに「ややそう思う」を加えても, 小学校 ( 94.8
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％), 中学校（71.4％), 高校（53.5％）であり, 小学校はとにもかくにも, 中学校から高校
にかけて活動が低迷する傾向が明らかである。特に, 高校の実状は深刻である。
学校は一般社会のシステムの縮図でもあり, よりよい学修環境を全成員のもとで追求する
手続きは, 民主主義そのものにあたる。児童生徒一人一人が, 集団の一員としての認識を如
何に持てるのか, それにより参画意識にも差異が生じる。公職選挙法が改正され, 本年度の
参議院議員選挙より選挙権が20歳から18歳へと引き下げられる。新たに参政権を持つことに
より自治に対する意識が高まることも予想されるが, 社会をよりよくするための代表者を選
ぶという仕組みとその成果を理解できていなければ, 決して意識の高揚には繋がない。模擬
投票等の実践が報道されているが, むしろ小学校からの話合い活動による問題解決に対峙す
る経験や, その恩恵を実感することにこそ, 民主主義の本質が潜在的に存在していることを
再確認したい。
児童生徒一人一人の考えに基づき, 議論を通して諸課題の解決にあたる取組の充実が求め
られる。特に児童・生徒会活動を運営する小学校高学年以降, 中学校, 高校にかけて, 全て
の児童生徒が参画することで, 一人一人の存在意義が明確になり, 引いては帰属意識を高め
ることになる。
1. 3 自主的・実践的な集団活動の実情と課題
民主主義の視点に立つと, 日本の特別活動にみる自治的な側面を育む教育活動について,
様々な課題が浮き彫りとなる。1.2で先述したように, 話合い活動をはじめ, 児童生徒が自
主的・実践的に取り組む活動は, 学年が上がるごとに低迷する傾向にあることが, 研究開発
委員会の調査結果から明白である。
日本における教育実践から危惧されることとして, 指導者が, 取組そのものを目的化して
いることがあげられる。学級活動, 児童・生徒会活動などにおいて, 活動の主体は児童生徒
であり, 評価の対象は活動を通して児童生徒がどのように変容したのかに掛かっている。活
動そのものの見栄えではなく, 児童生徒が活動に対してどのように向き合い, 実践し, どの
ような力を体得できたのか, 指導者はしっかりと観察のうえ評価のメッセージを伝えること
が重要である。
ここで日本の現状を見てみると, 積極的に取り組めている小学校においてすら, まだまだ
指導者が主導権を持ち進めているケースが多いのではないだろうか。活動の主体が児童生徒
にあるのであれば, 指導者はそれを見守り, 適切な場面において適切な助言を施すことに徹
した関わりが求められる。指導者が, 限られた時間で結論を導き出すことを意識すると, 児
童生徒にとっては議論が熟議に至らず不満を残すことになる。そのことが活動自体への参画
意識を削いでしまい, 引いては話合い活動そのものを形骸化へと向かわせてしまう。
そこで, 児童同士の主体的な活動による「民主主義 (Demokratie) の教育」の視点に立ち,
ドイツのノルトラインヴェストファーレン州の「Oberen schloss 校」における多面的な取
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組に学ぶことにする。本稿では,「Klassenrat (学級会)｣,「Schulermitverwaltung (生徒会)｣,
「葛藤仲介者｣,「救急隊」の各取組について, 授業見学および聞き取り調査等に基づき整理
し考察を加える。
2 民主的な市民性を育む「Klassenrat (学級会)」
2. 1 自己認識を踏まえた合意形成の実際
｢Klassenrat (学級会)」における児童および指導者どうしの話し合いの様子を観察し, そ
のやりとりを逐語記録に整理し, 以下の Table 1 に示す。
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Table 1 「Klassenrat（学級会)」の記録
【７年生】
●Ｃ ：学級会を始めます。
●Ｃ ：前回の記録を確認します。
○Ｔ ：場所を交代しましょう。
●Ｃ ：前回の記録を読みあげます。
●Ｃ ：今日は誰が記録をとりますか。
●Ｃ ：前回の記録と記録用紙, 時間を守らないと, 決めないといけません。
●Ｃ ：記録を読みます。16日, 司会, 記録, ……。相談したら何を話していたかが分かる。
前回の当番を誉めましょう。※名前を読みあげる。
●Ｃ ：記録に賛成する人, 23人。
●Ｃ ：それでは,「熱いシャワー｣,「冷たいシャワー」の発表をどうぞ。
●Ｃ ：まず良いことを言います。良いことは, ……。
○Ｔ ：残念ながら, 良いことはありませんか。(1)
◇Ｃ ：良いことを誉めましょう。
●Ｃ ：鉛筆を無くしたけど見つけてくれて有難う。
●Ｃ ：けんかに巻き込まれて, 自分のために戦ってくれて有難う。
◇Ｃ ：自分の気持ちを込めて言いましょう。
●Ｃ ：私は中くらいの気持ち。
●Ｃ ：どうして？
●Ｃ ：学級会が大好きだから, みんなに感謝します。
●Ｃ ：この学校が好きだから, 好き。
●Ｃ ：元気です。
●Ｃ ：お客さんがいると嬉しい。学級会ができるといい。
●Ｃ ：寝坊したのでよくない。
●Ｃ ：遠い国から来られている, 何でも話せる。
●Ｃ ：母が病気から良くなった。
●Ｃ ：遅くから来たが, 居心地の良い, 昨年より仲良く対応が良い。
●Ｃ ：週末になるから良い。
●Ｃ ：お客さんが来るのは珍しい。嬉しい。
●Ｃ ：日本語を聞くのは後ですか。
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●Ｃ ：元気です。嬉しい。
●Ｃ ：まあまあ, 風邪で疲れている。家族と出かける。
●Ｃ ：来てくれて嬉しい。
○Ｔ ：学級会をいつもより上手にやっているのは自慢です。有難う。(2)
みんなの前で気持ちを公にして出せるのは自慢。(3)
仲良くなって良いクラスとして頑張ってください。
●Ｃ ：すごく楽しい。嬉しい。当番できたこと嬉しい。マンガ的思い嬉しい。
●Ｃ ：校庭に入るのが嬉しい。行動範囲が広がり嬉しい。
●Ｃ ：嬉しい。特別な日になって, うん。
◇Ｃ ：前回は気持ちを言ったけど, 今回はみんな静かにできて誉めます。
●Ｃ ：このクラスに問題があります。男子が大げさで自慢して, 女子が言いたいことを言え
ません。役割を替え, 男子が自分のことを引いて, 女子が言えるようにしてください｡
(1)
●Ｃ ：学級代表, 男子５人, 女子１人を。
◇Ｃ ：どのように？
●Ｃ ：どれくらいの時間？ 交代はどうするの？ １週間, ２週間？
○Ｔ ：それをみんなで決定してくれたら？(4)
●Ｃ ：洋服をかえる。
●Ｃ ：洋服をたくさん持っていないので考えましょうか。
●Ｃ ：まず, １週間でやりましょう。
●Ｃ ：別の指導に出ている女子は控えめにしている。こういう場合はどうしたら良いのか。
●Ｃ ：とにかく男子が多い。どうでしょう。それをどうしていくか。
●Ｃ ：まあ女子が, 別の授業でひがんでいる。男子も, 自分たちのクラスの問題ではないの
ではと……。
●Ｃ ：規則を決めても, 自分たちのクラスの時だけ役立てたのでは……。
●Ｃ ：男子は手を挙げるのを控えると, 成績が落ちる。役割交代により, 成績に影響しない
ように言わないといけない。
○Ｔ ：意見が一致しないと決められません。意見を聞いていきましょう。(5)
●Ｃ ：今決定するのは, クラスのみでの決定にしては……。(6)
●Ｃ ：やはり決定しましょう。自分たちのクラスで, １回だけ試して……。(7)
●Ｃ ：今別の話題で。学級の女子がしゃべらないのでやらない。
●Ｃ ：決定したらやる。
●Ｃ ：あいさつをする時, 変な言い方とか。
○Ｔ ：嫌な先生への挨拶の態度が良くなかったので……。私にはちゃんと言っているが, 他
の先生と話してください。私の授業では良くしてくれる。女子はどうでしょう？
●Ｃ ：役割はバカバカしいと思う。私は言いたいから……。
○Ｔ ：前回, このことは決定したから。(8)
●Ｃ ：反対した。
○Ｔ ：どうしても一度やってみませんか。具体的に。手を挙げることを少なくする必要はな
い。他の先生には, あなたたちが言わないと, 女子を優先的にするでしょう。洋服は
そのままでよいのでは。
●Ｃ ：※男子, 別々に着席。
2. 2 支援者として関わる指導者
生徒に自発的・主体的な活動を促すには, 指導者が支援者として会議の運営に関わること
が肝要である。民主的な市民性を育む視点からも, 自分たちの生活課題をきちんと受け止め,
解決に向けた合意形成を図るプロセスを通して, 小さな社会の一員としてのあり方を体得す
る。
次頁写真 (Table 2) から, 闊達な話し合いの様子が見てとれる。指導者も話し合いの輪の
中に入り, 適宜, 助言を加える。終始, 指導者が支援者の立場に徹する様子を伺い知ること
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●Ｃ ：……。
○Ｔ ：※一番前方に着席。男子の前に座るとそれが目立つ。これを変えると, ……。
●Ｃ ：※友達の隣に座る。友達の隣に座っているから, それをどうしようか。
○Ｔ ：一番よい子の前に座る。何で, 女子が後ろに座るようになったの？
●Ｃ ：一番前に座っているのは, 友人の……。あまり問題ではないのでは？
●Ｃ ：中くらいの所, 前に座ると後ろの方が見えなくなる。
●Ｃ ：授業ごとに, 混合, 抽選では？
●Ｃ ：賛成。
●Ｃ ：反対の人数が多い。否決。
○Ｔ ：授業, 人がそのための授業でなくなる。
●Ｃ ：私は男子, 女子と, ちゃんとの形態ではない。
○Ｔ ：学級会でも男子の発言が多いのでは。
●Ｃ ：あと１分で。
●Ｃ ：新しい座席図を作る
○Ｔ ：いろいろと提案があるから, あなたたちの授業が嬉しい。良い方法が見つかっていな
い。今日, 解決できるのかは, ……。新しい部屋に入ると, 男子が入っている。最後
にあった席を, 男子がとってしまう。女子が授業で発言すると, 笑われるので発言し
ていない。(9)
●Ｃ ：今の案で納得しない人, 手を挙げて。
●Ｃ ：決定しているのでは。
●Ｃ ：女子が前に座れているのに, 後ろにこれたので。
●Ｃ ：自分の意見で座っていなかったのでは。
●Ｃ ：悪いように思われるぞ。女子が間違っているのかどうか。変なコメントは言わない方
が……。
○Ｔ ：そろそろ終わりにしないと時間が。次回も, この話題を出さないとならない。
●Ｃ ：私の前任校校では, ４週毎に座席を替えていた。
○Ｔ ：普通は, 先生はどこに座るのか口出しできない。
●Ｃ ：※全員が静か……。
●Ｃ ：終わります。
●Ｃ ：次回の司会を決めないといけませんね。
○Ｔ ：不満もあったでしょう。来週もこの問題を取りあげます。来週には決定すること。
(10)
（※●Ｃ：司会, ◯Ｃ：生徒, Ｔ：指導者）
ができた。
Table 2 において, 下線(1)
では発言を促し, 同(2)・(3)
では肯定的な生徒へのメッセー
ジを, そして同(4)では生徒
への期待を投げかけている。
また, 同(5)では合意形成を
促し, 同(8)では確認をする
ことで, 話し合いの流れを修
正している。さらに同(9)に
て気づきを述べ, 同(10)にて
熟慮のうえの合意形成を図ろ
うとしている。
一つの課題に着目し, すべての生徒の理解が得られるまで, 徹底的に議論を深めることで,
生徒一人一人の集団への帰属意識が高まり, 構成員としての自覚を踏まえた行動がもたらさ
れると考えられる。
2. 3 話し合いに主体的に参画する生徒たち
Table 1 の逐語記録から, 生徒が主体的に発言できていることが分かる。指導者の発言は,
話し合いの流れの調整役に過ぎず, 全時間の一部を占めるに留まる。あくまで主役は生徒た
ちである。特定の生徒ではなく, 広く全ての生徒が, 生活課題を自分のこととして受け止め,
まわりの意見を聞きながら, 自らの考えをブラッシュアップできていることが, 発言のやり
とりから読みとれる。
自己中心的な発言を叩き台にして, 集団の一員に身を置いて議論を深め, 望ましい集団の
あり方について, 問題解決をめざすことで気づきを促している。そもそも合意形成を図るに
は, 一筋縄ではいかないことから, 生徒一人一人が話し合いに参画することが求められる。
つまり参加レベルではなく, 自らの意志を以て改善しようとする姿勢が求められる。Table
1 の下線(6)や(7)に着目すると, 解決に向けた具体的な提案により, 話し合い活動が活性化
している。
ところで本時の話し合いの冒頭 (Table 1 の波線(1)）では, 意見が錯綜し合意形成がまま
ならない状態にあり, 後に座席の問題へと発展している。そこで摺り合わせにより着地点を
見いだすうえで, 十二分に時間を確保する必要があった。すると生徒の満足度が次第に高ま
り, 決定事項を実践しようとする意欲がもたらされた。このことは話し合いの内容が, 生徒
自身にも関係しているという当事者意識の高揚を示している。
そもそも話し合いによる合意形成を進めるには, 生徒一人一人が構成員として, 帰属する
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Table 2 「Klassenrat｣
(Realschule am Oberen Schloss 校の homepage より)
集団をより望ましいかたちにしようとする認識が不可欠である。集団の一員としての自覚さ
えあれば, たとえ意見の齟齬があったとしても, 着地点を共有することから調整が可能にな
る。集団への帰属意識および改善に向けた共通認識が, 十分な時間をかけた話し合いを意義
深いものへと導く。自由かつ闊達に発言できる環境こそが, 話し合いを深めるうえで重要で
ある。
2. 4 学級会の独自性とは
学校を小さな社会として捉えることができる。構成員は全ての生徒であり, 学級に関して
は学級会で, 学校のことは生徒会で話し合われ, 決定事項を遵守していく。その際に生じる
様々な課題については, 全ての生徒が参画した話し合いを持って, その解決を図ることにな
る。
当該校での聞き取り調査によると, 学級会の目的は民主的な市民性を育むことにある。生
徒と指導者が一同に会し, 望ましい集団をめざした話し合いを, 時間をかけて丁寧に進めて
いることが分かった。限られた時間で結論を出すのではなく, 結論へと導くプロセスに力点
を置いていることが, 指導者の Table 1 における助言内容から明らかである。何よりも大切
にしているのは, だれもが参画意識をもって発言するとともに, 自らの考えとの摺り合わせ
を行うことである。
民主的な話し合いを展開するうえで, 形態や結論に拘ることなく, 一人一人の意思をゆさ
ぶり新たな気づきをもたらすことを大切にしたい。日本における学級会活動では, 時間に制
約される傾向が見られ, 生徒一人一人の認識を高める以前に, 結論が一人歩きしているとも
とれる光景を目の当たりにすることがある。実りある話し合いを実現するには, 徹底した議
論を, 全ての生徒を巻き込みながら展開することが肝要である。
3 生徒・指導者・学校関係者とが協働する「Schulermitverwaltung（生徒会)｣
3. 1 自治的な機能の具現化をめざす活動の実際
｢Schulermitverwaltung (生徒会)」における児童生徒, 指導者, 学校関係者（保護者, 警
察官）を交えた活動の様子を観察し, そのやりとりを逐語記録に整理し, 以下の Table 3 に
示す。
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Table 3 「Schulermitverwaltung（生徒会)」の記録
【５～10年生】
◯生徒会の代表選出２名
◯警察官（月に１回）の参加
○Ｔ ：※出席者を名前を呼びあげて確認する。
※校長先生を待つ。
それでは始めましょう。
校長先生, 警察官を交えて, 青少年の暴力が増えてきたことについて, その予防対策
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をとことん話し合うことが大切である。(1)
フランクに言える子もいるが, 来てくれると有難い。
何か起きた時に役立つ。
町の中心の学校と比べて駆けつけにくい。
だからあなたたちは, 信頼関係を築くことが大切である。
◯Ｐ 学校で, 今一番新しいことは何ですか。
●Ｃ 町の市役所, よい学校として, 新しい施設, ……。
◯Ｐ よい学校として注目されている。
●Ｃ 40,000ユーロをかけて新しい施設ができた。
◯Ｔ 食堂は待ってください。食事のサービスは継続する。場所を借りているので, おいし
いものを作ってもらえる。これから食堂ももっと良くなる。
※改築中につき, 拍手が起こる。
生徒会活動による民主主義が大切である。
州の教育方針として, 人権に注目し, 保護者と子どもの権利を増やす。
『学校会議』については, 保護者と生徒の代表も参加できる。(1)
４名の保護者, ４名の生徒が参加できるように改定し, 司会は校長が務め選挙権はな
し。(2)『学校会議』は, 生徒と保護者とで過半数になった。(3)
これまでは, 教師が強かった。
19：30～, ２～３回の会議を行う。
生徒代表になりたい人は, 大切な会議であることを理解し, 責任が大きい。保護者と
一緒にあなたならこの学校をどうしていくのかを決めることができる。(4)
◯Ｐ 学校と警察との関係は長い。
今, なぜ警察が必要なのか。連携をよくしていこう。
問題が起きると, 劇的に解決できる。
地域との繋がりの証であり, 問題があれば自由に言ってください。守秘義務は守りま
す。解決に向けて努力する。(2)
自分も子どもがいるので, 親の気持ちが分かる。
必ず週に１回は訪問する。問題がなければ, 校庭にいます。遠慮なく声を掛けてくだ
さい。
◯Ｔ それでは, 生徒会から生徒代表, 副代表を選びます。
候補者を紹介してください。
では, 誰か……。
●Ｃ 自己紹介してください。
●Ｃ アンドレア, 10ｂ, ……………。
●Ｃ ９ａ, ドラグマ, ……………。
●Ｃ ……………。
●Ｃ ……………。
◯Ｔ 新しい学校規約になっている。
代表は規定通りに選挙をしないといけない。そうでないと納得が得られない。
●Ｃ 10ｂ, ７年生からずっと学級代表をしている。……。
●Ｃ ９ａ, やりたい。今学期はじめて学級代表になった。
●Ｃ ……………。
●Ｃ ……………。
◯Ｔ 学校代表は, 一人の名前を書いてください。
3. 2 参画意識を高める学校会議
生徒会の構成員は, 全ての生徒が対象である。またその運営については, それぞれの代表
者が集い, 話し合いにより結論を導き出す。代表者は一個人ではなく, 広く所属部署の意思
を反映した発言が求められる。同時にその発言については, 自ら責任を負うことになる。
学校会議については, 人権の視点を鑑みつつ, 生徒の意向が尊重される規約が作成されて
いる。Table 3 の下線(1)より, 学校の運営全般について, 生徒・指導者・学校関係者（保護
者）の合意形成に基づき進めようとしていることがわかる。中でも下線(2)と(3)から, 校長
が司会を務めるが議決権を所持しないこと, また生徒と保護者による構成員の割合が教師と
同等であることから, それぞれが当事者意識に立ち慎重な判断が求められる。つまり, この
学校をどうしていくのかについて, 生徒たちの意見が反映される仕組みが構築されている。
こうした環境のもとで, 生徒の代表者を決める選挙が行われた。Table 3 の後半にて, そ
のやりとりを逐語記録で示す。選挙は, 自由かつ秘密のもとで行われる。ただし, 何のため
の選挙であるのか, 投票者一人一人の理解の深まりが, その張り詰めた雰囲気から伝わって
きた。各クラスに与えられた２票を, 同じ人に投票してもよいことが確認された後, 投票,
開票の結果, 決選投票が行われ代表者が決定した。
参画意識が高まるための要件として, 生徒の意見が具体的に反映されることがあげられる。
自分たちの意向を踏まえて代表者が学校会議にて話し合い, 一定の成果があがることにより,
その裾野にあたる学級会のさらなる活性化が期待できる。
3. 3 課題の克服に向けた警察官との連携
生徒会が抱える課題として, 指導者より Table 3 の波線(1)にある通り, 暴力の増加に対
する予防対策の具体化が取り沙汰されている。警察官が会議に定期的に出席し, 生徒や学校
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学校代表だけを選ぶ。
※投票の後, 開票。
『学校会議』の代表, もちろん生徒代表からも選べる。
修学旅行の規則は,『学校会議』で決まる。話合いで決定すれば, それを実現させる責
任がある。(5)
副代表も選ぶ。
よく考えて, あなたたちの意見を述べる人を選ばないと, 票の量ではない。
７年生以上から候補を出してよい。
各クラス２票, 同じ人に２票入れてもよい。
※投票の後, 開票。
◯Ｔ ※決選投票を呼びかける。
会議に出られないときは, 代理を必ず連絡のうえ出してください。必ず学校に報告し
てください。10月１週目, 金曜の５限です。これから何を話し合うのか, 議題を検討
中です。
集会の司会は, 生徒代表が行う。
（※Ｃ：生徒, Ｔ：指導者, Ｐ：警察官）
関係者を交えて議論する場を設けている。地域の専門性の高い資源を取り込み, 課題解決に
向けたアイディアを共に創造しようとするところに特長がある。
警察官は, 会議はもとより生徒の相談活動も続けている。生徒の悩みや不安に積極的に関
わることで, 精神的なひずみを軽減することにも寄与している。主に休憩時間になるが, 校
庭を巡回している際に, 指導者や保護者とは異なる角度から, ソーシャルワーク的な関わり
が展開される。
Table 3 の波線(2)から, 警察官が地域の一員としての自覚のもと, 学校に貢献しようとす
る姿勢が読みとれる。自らの経験を踏まえて, 生徒の気持ちに寄り添いながら主体的に関わ
り, 課題の克服に向けた助言を行う。こうした連携による取組を展開するうえで, 協力者が
依頼者の立場を理解し, 何を期待し要求しているのか, その認識の有無が鍵を握る。つまり
チームで関わるうえで, 自分の役割を正確に自覚できているのか否かによって成否を分ける
ことになる。こうした視点からも, 当該校は校長のリーダーシップのもとで, 多様な外部資
源の活用を積極的に試みようとしている。
3. 4 日本のコミュニティー・スクールへの応用の可能性
政府の教育再生会議の報告書（2015）によると, 地域ぐるみで学校を支援していくコミュ
ニティー・スクール（以下, CSと記す）を, 全国的に広めると提言している。平成17年度
に導入された CSは, 地域と共に歩む学校として, 学校運営に地域住民が参画し, 様々な場
面で協働し合うことで, 子どもの成長を支える。しかしその普及については, 未だに道半ば
という段階に留まる。
Realshule am Oberen Schloss 校（以下, Oberen Schloss 校と記す）の学校会議に相当する
のが, 日本では学校運営協議会である。地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下,
地教行法と記す）の第47条の５, 第４項において, 運営に関する事項について, 学校運営協
議会は, 教育委員会又は校長に対して意見を述べることができると記してある。その許容範
囲は, 当該学校の職員の採用その他の任用に関する事項をも含む。ただし, 任命権者に対し
て意見を述べることになる。このことは学校運営に関して, 各委員に一定の権限を付与され
ていることがわかる。
しかし, その運用の実際について, CSを組み入れている学校ですら, 改善に向けた議論
を深め実践へと繋げることはあっても, それ以上の取組には至っていない。本来, 地域の実
情を踏まえて, 教育資源（人材), 教育資本（設備), 地域住民を組み入れたカリキュラム,
などを整備していく必要がある。だからこそ議論し合う場として学校運営協議会が設けられ
ており, 改めて重要な決議機関としてその位置づけを見直す必要がある。
そこで, Oberen Schloss 校の取組が参考になる。その学校会議の特長は, 生徒の代表者,
保護者の代表者, など学校運営に直に関わる構成員で編成され, 同時に学校関係者との人数
のバランスが図られていることにある。教職員の人事（校長を含む）についても, 議題に含
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まれている。注目すべきは生徒の代表者は, 発言や決議への責任が大きいことである。その
分, 全ての生徒の代表者として, 小さな社会と捉えられる学校自治の望ましいあり方につい
て, 認識を深めることができる。引いては, 学級自治のあり方にまで, 波及効果が期待でき
る。
4 生徒による生徒間の問題解決を図る「葛藤仲介者」の取組
4. 1 生徒による専門的・主体的な活動
「葛藤仲介者」の活動内容について, 児童生徒, 指導者の様子を観察し, ヒヤリング調査
を逐語記録にまとめ, 以下の Table 4 に示す。
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Table 4 「葛藤仲介者の取組」のヒヤリング調査の記録
◯「葛藤仲介者」に関するヒヤリング（生徒および指導者）
10年生, ３名の生徒。※ 訓練を受けたばかり, 何でも説明できる。
今学期の仲介者は11名, 週に３回の活動が必要である。
来年度に向けた訓練を, １年間, 27名でスタートした。
８･９年生は, 週あたり２時間を充てる。
10年生は, １年間, ボランティアで活動として取り組む。
昨年１年間の訓練を受けて, 今年から担当する者もいる。
◯「葛藤仲介者」に関するヒヤリング（生徒）
◇今年の経験は？
●Ｃ 今年はまだ, ５･６年生の助けを借りている。
相談をしに来る人が多い。
大きな友達になれた。触れあっていくと信頼関係ができていくのでは。
◇志望理由？
●Ｃ1 訓練を受けると, 目の前で問題が起こると, 自分の対応ができる。
人生において社会性が必要。役立つ。
●Ｃ2 ５年生の時, 面倒を見てくれた仲介者がいた。
先生に話せずに, 声を掛けてくれて安心できた。(1)
全ての学校に仲介者がいた方が良い。
●Ｃ3 仲裁は将来に向けて重要である。
自分自身もけんかを避けること。
小さい子に, けんかになる前に助けてあげたい。
自分ももっと努力する。(2)
※男子は４人のみ。
男子の方が女子よりも, 興味を持てていないのでは。
◇インタビュー
○Ｔ 毎週２時間, 半年間, 訓練・学修を続け, ライセンスが発行される。
学校にて養成できる。
4. 2 ヒヤリング調査から見えてくるもの
葛藤仲介者の取組では, 児童生徒間のトラブルに対して, 訓練を受けた生徒が仲介者とし
て介入し, その解決を図る。仲介者は, 自ら希望して養成プログラムの訓練を受け, 資格を
取得のうえ活動にあたる。人材養成は学校が担い, 毎週２時間程度の割合で半年間継続する。
主な訓練の内容として, 表情やしぐさからの精神状況の分析, 怒りの程度を判断できるよう
に, 心理的な教養を深める。具体的な実践として, ８･９年生は週あたり２時間程度, 10年
生は１年間, ボランティア活動としてその任を全うする。一定の経験を積みながら力量を高
め, 最終的に独り立ちして活動にあたる。
志望理由に着目すると, Table 4 の下線(1)より, 葛藤仲介者にお世話になった経験の持ち
主であることから, 今度は自分がお返しをしたいという気持ちがあげられる。また, 同下線
(2)より, けんかの未然予防に自ら貢献したいという気持ちが下支えしている。自発的・主
体的な活動として成果をあげているのは, 学校組織の一員として貢献したいという動機付け
に裏づけられる。活動をやり遂げることで, 生徒の自己達成感が高まり, 引いては自尊感情
を高め, 自信を持って実践できている。
今年度（調査時）も27名の生徒が, 新たに訓練に取り組み仲介者をめざしている。動機は
様々であるが, 生徒自らの特性を生かした自主的・自発的な活動が, 学校という組織の中で
機能することで, 諸課題に対して自分たちのことは自分たちで自己解決していこうとする風
土を創りあげている。
4. 3 集団への寄与がもたらす教育効果
生徒一人一人が, 学校の集団の一員であるとの認識を持ち, 何を以て貢献できるのか, 自
らの特性を生かすための判断が期待される。葛藤仲介者の取組も様々な活動の内の一つであ
る。
人は, 日常生活を通して, 多様な関わり合いによって, 相互に支え合い成長を遂げている。
しかし, このことへの気づきが希薄になりつつある。自己と他者との関わりにおいて, 自己
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訓練の内容は, 表情やしぐさで精神状況を読みとる。
怒っているのか, 爆発寸前なのか？
心理的な教養を高める。
言葉遣いを学ぶ。自分の葛藤を表現する訓練。仲介者の会話についての訓練を受ける。
子どもたちと一緒に練習をする。
問題を上手に解決していることを伝える。
段取りをする。
互いの言い分を繰り返す。
解決方法を言う。期待をかける。書くことも。
話し合い, 契約（解決方法）を実現する。
豊富な経験を持つ教師が, 講習会をもつ。
仲介者がいないと, 先生はお手上げである。
に力点を置き過ぎるがあまり, 他者から施されている恵みへの気づきが鈍化しているとも捉
えられる。
集団の一員として何らかの形で寄与することで, 自らの居場所がもたらされ, 存在意義を
見いだすことに繋がる。葛藤仲介者は, 児童・生徒どうしの衝突の場で, 双方の意見を聴き
ながらその解決にあたる。異年齢の生徒が対応にあたることで, 指導者とは異なるアプロー
チが期待できる。何よりも子どもたちの気持ちに寄り添ううえで, 年齢が近く経験知に富む
彼らの方が, 気持ちを汲み取り易いと考える。
葛藤仲介者の取組を実践するにあたり, 育成プログラムで心理的な教養等を積みあげ, 段
階的に具体的な実践に移していく形をとる。完全に独り立ちするまでに, 相当数の事案を経
験することで, 専門性の高い対応を可能にしている。児童・生徒が安心して葛藤仲介者に依
頼をかけるのも, こうした信頼感に依拠するものであると考える。お世話をし自己達成感を
実感する葛藤仲介者, 一方, その恩恵を受け感謝の気持ちと自分もこうした形でお返しをし
たいとの思いに浸る児童・生徒, 取組が機能しているからこそ引き継がれていることは明ら
かである。
5 生徒による生徒の救援を図る「救急隊」の取組
5. 1 生徒による専門的・主体的な活動
「救急隊」の活動内容について, 児童生徒, 指導者の様子を観察し, ヒヤリング調査を逐
語記録にまとめ, 以下の Table 5 に示す。
桃山学院大学総合研究所紀要 第42巻第１号88
Table 5 「Schlsanitater（生徒の救急隊）の取組」のヒヤリング調査の記録
◯「救急隊」に関するヒヤリング（生徒および指導者）
９年生, 10年生が大半である。
各学年ともに, １回は救急のやり方を講習・指導する。
来週は60名が参加する。
資格講習講座は, 16時間の受講が必須である。
児童・生徒の自由時間に取り組むボランティア活動として位置づけている。
○Ｔ ：※試合の様子について説明を受ける。
16時間の訓練が必要である。
赤十字にて活躍している。
市から郡の試合に出る。指導者の学級の生徒が, 赤十字の隊員として。
救急の日の次の日に出られないかもしれない状態で出て, ３位は自慢できる。
勇気が湧いた。学校にとっても良い経験である。
現在は, ６カ国の生徒たちで編成されており珍しい。
自由時間にて, 学校の共同体のために頑張っている。
◇選んだ理由
●Ｃ1 人間を助け合うことが好き。医学に興味がある。助け合う機会が多い。
まず第一歩を踏み出す。９年生, アフガニスタンから来た。
5. 2 引き継がれる異年齢集団活動
「救急隊」の活動では, 生徒の自主的・自発的な善意の具現化により, 研修で培った専門
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●Ｃ2 怪我をすることが多い。手当の仕方が分かると助かる。助けることが基礎になる。
方法は分かっている。９年生, トルコ出身。
●Ｃ3 他の学校にはない。自慢である。救急時にすぐ対応できる。試合では助け合いたい。
今年もまた。９年生, ロシア出身。
●Ｃ4 訓練が無料である。普通ならお金がかかる。少年消防隊をめざしている。
10歳から入隊可, 訓練は認められる。同じ考えを持っている人と活動するのは楽しい｡
10年生, ドイツ出身。
●Ｃ5 自分のために, 試合に出て楽しかった。別な人, 他の学校の人と知り合えた。
９年生, パレスチナ出身。
●Ｃ6 学校で重要であり, 参加したいと思っていた。助けることは嬉しいことである。
試合で別な人と知り合えて嬉しい。９年生, トーゴ出身。
◇成長した点
●Ｃ6 訓練をして, 人を大切にしないといけないことを自覚。人との出会いが上手になった｡
●Ｃ5 自信を持って人を助けられる。気持ちよく。助けることは大切だと, 強く思うように
なった。
●Ｃ4 ２年間やって, 危険・怪我の回避に向けて, 常に見ている。人間くさい, 身近な関係
になっている。
●Ｃ3 人が倒れている。パニック。訓練を終えているので対応できる。分かっていることが
自信に。
怪我をした人がかわいそう。介抱しないと孤独になってしまうことを解決できる。
ことに訓練をして, 人を大切にしないといけないことを自覚。人との出会いが上手に
なった。
●Ｃ2 訓練されていて体が動く。健康を保つために, すればよいことが分かるようになった｡
●Ｃ1 同級生の具合が悪いと, なぐさめられる。腹痛が試合では, 病気とは限らない。話し
合い, どんな対応も。街で具合の悪い人といると, 証明書・資格をもっているので助
けられる。
◇活動の実際
○Ｔ たくさん対応している。
喘息, 薬を忘れての発作など。
救急車を呼んで「助かる」と声かけをして, 転んで大怪我。救急車を呼んだ。
体育の時間と休憩の時間が多い。
記録をフィルムに残す。多い時は１日に３回。
５･６年生, 怪我でやさしくしてくれるから, すぐに呼ばれる。
最初はたくさん救急隊員に見せる。先生の対応を助ける。
ドイツでは養護教諭はいない。看護の采配をとる。
試合に行く前, ８人, 一人一人できた。チームとしてまとまれた。
一緒に体験することは大切である。
講習時間16時間, 全てが受講している。
性が発揮される。前章で取りあげた「葛藤仲介者」の取組と同様に, 対象は異年齢のすべて
の児童・生徒である。指導者からのヒアリングによると, 隊員が下級生から強く必要とされ
信頼を得ていることがわかる。Table 5 の下線部分からは, 下級生が上級生の隊員から優し
く介助を受けており, そのニーズの高まりを読み取れる。
手助けを受けた下級生の中から, 今度は自分が隊員として介助をめざす者が出てくること
で, 取組のバトンが引き継がれる。こうした年齢を跨ぎ, 施し・施される関係性のもとで,
上級生は自信を深め, より専門性を高めようとし, 下級生は上級生への感謝の念を抱くこと
で信頼のかたちに気づくのである。
隊員として資格が認定されるまでに, 16時間もの講習と実地訓練が求められる。訓練の成
果を発表する場が救急の日に設けられており, より精度の高い救急ができるように, 積極的
な学びが展開される。受講者数も多く, より充実をめざした取組として位置づけられている。
また, 参加者の国籍に着目すると, ヒアリングに協力してくれた６名は, アフガニスタン,
トルコ, ロシア, ドイツ, パレスチナ, トーゴであった。国籍を問わず, 活動がめざすとこ
ろは, 人として関わりあい, 支え合いの精神にある。ボランティア活動として救護活動を行
うことで, 支援を必要としている人に対して, 自然に思いやりの心の具現化に繋がることが
期待できる。
お わ り に
Oberen Schloss 校の「Klassenrat（学級会)｣,「Schulermitverwaltung（生徒会)｣,「葛藤仲
介者｣,「救急隊」の各取組に関する学校調査を終えて, 日本の特別活動の実情と照合すると,
明らかに課題が浮き彫りとなった。それは何れの取組についても, 児童生徒が主体的・実践
的に活動できていることである。活動にただ参加しているレベルではなく, 意識を持って参
画している姿が強く印象に残っている。
それではなぜ, 児童生徒にこうした姿勢が育まれたのであろうか。学級会を例にあげると,
定期的に議論の場を設け, 継続して開かれていることがあげられる。身のまわりの諸問題に
気づき, それを取りあげて, 解決に向けて児童生徒一人一人が意見を出し合い, 時間をかけ
て合意形成へと導かれている。残念ながら日本の学級会では, 限られた時間で結論を出そう
とするバイアスがかかり, 児童生徒にあきらめ感が引き出され, 結果として帰属意識の低下
を招いているとも考えられる。
そもそも指導者には,「学校は小さな社会である」との認識が求められる。そして児童生
徒が, 社会の一員であるとの自覚を持てるような学校生活を送れるように工夫が必要である。
もしも指導者が, 自治的な概念を理解せずに学級経営にあたると,「児童生徒のことは児童
生徒に任せる」の原則から外れてしまい, その解決に向けたプロセスを見守ることができず
に, 指導者主導型の実践へと陥ってしまう。一見, 整然として落ち着いた学級の雰囲気とし
て映るのだが, そこからは児童生徒の自主的・実践的な態度は芽生えてこない。
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そこで児童生徒が主体的・自発的に活躍できる機会と場を保障したうえで継続的に進める
こと, また指導者と児童生徒との向き合い方を見直すことで, 雰囲気が変わり自尊感情が芽
生え, 児童生徒一人一人が集団への帰属意識を高めることに繋がる。ただしこうした取組に
おいては, 全学級が同じベクトルで指導にあたる必要がある。あくまで指導者は, 児童生徒
間の問題解決をめざす話合い活動の場において, 指示するのではなく話合いを活性化するた
めの支援に努め, 児童生徒の自己解決する力の成長を後押しする立場に徹することが求めら
れる。
その一方で, 学校教育を地域で生活するみんなで支え合いながら運営している印象を強く
受けた。学校会議は, 運営全般について, 生徒・指導者・学校関係者（保護者）の合意形成
により進められている。生徒代表も一委員として位置づけられ, 指導者や保護者と同等の立
場に身を置き, 様々な案件の協議に臨むことから, その責任は重い。日本においては, 児童
生徒が介入できないような議題（人事, 学校施設の改善, など）についても参画でき, 議決
にも加わる。児童生徒間で話し合い議論を尽くした結論が, 学校会議で提案され採用される
ことから, 自分たちの意見が具体的に反映され, 彼らの参画への意識を高めている。
ところで日本では学校と地域とが連携を図るうえで, CSが注目されている。地域のコミュ
ニティの中心に学校を位置づけ, 児童生徒への教育の場面においても, 地域にある人的資源
を多用することで, 児童生徒も地域の住民も CSへの参画意識を高め, 引いては地域の住民
同士を繋ぐ機能を果たしている。Oberen Schloss 校では, 心理の専門家としての葛藤仲介者,
救急隊員など, 児童生徒が主体的な学びを通してライセンスを取得する際に, 具体的な実習
を児童生徒に行っている。学校生活の様々な場面において, 地域の住民, 警察官などの関係
諸機関の専門家, そして学校の諸問題を解決するために立ちあがった児童生徒による組織活
動（葛藤仲介者, 救急隊, など）が効果的に機能している。
ここで日本の CSの現状を見てみると, 確かに閉ざされた学校から開かれた学校へと, 地
域の住民が参加し活躍できる場が広まっている。このことは CSの取組を導入している自治
体の数が増えていることから明らかである。ただし, しくみを導入することがゴールではな
いことから, 自治体ごとに地域の特色を吟味したうえで, より効果的な手だてとして CSを
活用することを考えたい。そうすれば学校と地域住民との間に連帯のうねりが生まれ, 引い
ては学校教育を支援する大きな力へと成長するものと考える。
改めて Oberen Schloss 校の取組は, CSを機能させるうえで先進事例として一定の指標に
なる。地域の人材活用, 関係諸機関の専門家の活用およびそれに準ずる専門家の育成（児童
生徒が資格を取得する), 学校会議に見られる議決に加わる生徒代表者, 学級会への指導員
（教員志望者）の参画, などチームで児童生徒の育成を下支えする仕組みに学び, 自然に民
主的な活動を展開させる必要がある。このことは, いじめの問題をはじめとする諸問題の解
決を図るうえで, 児童生徒一人一人が, 集団の一員として帰属意識を高め, 参画意識を持っ
て学校生活を送ろうとする民主主義が機能する学校づくりの重要性を示している。
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MATSUOKA Yoshiki
The classroom activities conducted in extracurricular activities are held as an opportunity for
students to deepen their independent and practical learning. A school is considered a small soci-
ety, wherein students can deepen their consciousness as a collective member, and acquire the
character whereby they can solve problems concerning personal matters by themselves. When
developing activities suitable for studying democracy, students need to prepare opportunities and
situations that they can tackle actively and spontaneously.
Moreover, regarding the leader’s role, rather than taking the initiative, the teacher should
monitor the students and assume the stance of providing support. There is no hurry to reach a
conclusion ; rather, students are encouraged to put forth arguments, leading to the students
reaching points of agreement. In this way, the habit of practice is cultivated, and, if successful,
leads to the training of an independent and practical mindset.
Unfortunately, at Japanese schools, it is currently difficult to establish a method whereby
students investigate a subject by themselves, share their findings with a friend, and seek solu-
tions to the problems therein. In this paper, we analyze the present conditions of extracurricular
activities of Japan. Then, the concepts of “Klassenrat,” 	
	“conflict inter-
mediaries,” and “rescue crews” at the Oberen Schloss School in North Rhine-Westphalia,
Germany will be considered.
Research on the Education of Democracy
through Children’s Spontaneous Activity
─Learning from Actual Practice
in the State of North Rhine-Westphalia, Germany─
